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座右の銘

「為せば成る」（上杉鷹山）

「男のゆうゆう塾」
●団体概要

団体名：r男のゆうゆう塾」
所在地：川越市広谷新町1－19
電　　話：049－231－5233

活動8：7月～3月　土曜日3回程度
設　　立：

平成18年12月12日（公民館グループ登銀認定）
平成11年9月～男の週末友遊学（公民館主催）～
平成14年9月～男の週末友遊学と共催～

●プロフィール
生年月日：昭和18年（1943）12月4日

年　　齢：68歳

出身地二乗京都
出身校：中央大学経済学部
血液型：A型
趣　　味：日曜大工、長唄（三味線）
主な活動：「世界遺産の遺跡」「シルクロード」

の見学
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な
し
た
母
の
鑑
だ
。
夫
の
力
強
い
協
力
も
あ
っ
た
。
性
は
多
い
。

代
表斎
藤
　
誠

（
さ
い
と
う
ま
こ
と
）

充
実
ラ
イ
フ
を
提
案
・
発
信

黄
金
世
代
を
華
や
か
に

川
越
市
西
部
地
区
。
か
つ
て
河
越
城
が
あ
っ
た

上
戸
。
さ
ら
に
西
へ
。
鶴
ヶ
島
と
の
境
は
駅
伝
、

野
球
そ
し
て
、
今
回
の
ロ
ン
ド
ン
五
輪
金
メ
ダ
ル

・
ボ
ク
シ
ン
グ
村
田
選
手
の
　
「
東
洋
大
学
」
。
そ

の
あ
た
り
は
名
細
（
な
ぐ
わ
し
）
地
区
と
い
わ
れ
る
。

名
細
公
民
館
活
動
を
進
化
さ
せ
、
黄
金
世
代
を
楽

し
む
人
び
と
、
そ
れ
が
　
「
男
の
ゆ
う
ゆ
う
塾
」
だ
。

代
表
の
斎
藤
は
、
定
年
後
の
生
活
を
見
越
し
て

居
住
す
る
地
域
で
の
活
動
を
考
え
て
い
た
時
、
出

会
っ
た
の
が
名
細
公
民
館
主
催
の
　
「
週
末
男
の
友

遊
学
講
座
」
。
地
域
の
仲
間
と
活
動
す
る
面
白
さ

を
知
る
。
講
座
終
了
後
そ
の
仲
間
た
ち
と
　
「
男
の

ゆ
う
ゆ
う
塾
講
座
」
を
立
ち
上
げ
以
来
、
1
4
年
の

月
日
が
た
っ
た
。
ゆ
う
ゆ
う
塾
の
会
員
は
5
0
代
～

6
0
代
の
男
性
、
み
な
が
長
年
培
っ
た
職
業
の
エ
キ

ス
パ
ー
ト
だ
。
年
に
2
0
回
前
後
の
講
座
、
3
0
0

回
を
軽
く
超
え
て
い
る
。
一
年
終
了
ご
と
に
得
た

知
識
を
地
元
に
還
元
す
る
意
味
を
こ
め
て
　
「
お
ま

つ
り
」
を
開
催
。
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
を

楽
し
ま
せ
て
い
る
。

講
座
内
容
は
市
役
所
か
ら
「
基
本
政
策
、
財
政
、

都
市
計
画
」
　
と
い
っ
た
ま
ち
づ
く
り
。
市
内
在
住

外
国
人
か
ら
「
祖
国
か
ら
み
た
川
越
」
。
市
内
在

住
の
各
方
面
で
活
躍
し
て
い
る
人
々
か
ら
の
ユ
ニ

ー
ク
な
話
。
塾
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
現
役
時
代
に
培

っ
た
知
識
、
技
を
披
露
し
て
も
ら
う
こ
と
。
講
演
、

料
理
、
陶
器
な
ど
を
製
作
、
ハ
イ
キ
ン
グ
や
ス
ポ

ー
ツ
と
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
と
ん
で
い
る
。

斎
藤
が
語
る
川
越
の
魅
力
は
、
「
江
戸
の
名
残

の
東
京
都
は
あ
ま
り
に
大
き
く
、
世
界
の
都
市
と

し
て
発
展
し
た
た
め
、
歴
史
、
史
跡
を
呑
み
こ
ん

で
し
ま
っ
た
。
川
越
は
ま
さ
に
江
戸
の
ミ
ニ
サ
イ

ズ
。
都
内
か
ら
近
く
、
蔵
造
り
、
善
多
院
、
本
丸
、

時
の
鐘
な
ど
の
観
光
、
そ
ば
や
う
な
ぎ
な
ど
の
食

文
化
と
、
着
物
や
、
端
唄
、
長
唄
な
ど
邦
楽
が
盛

ん
な
和
の
文
化
が
あ
ふ
れ
る
街
で
、
新
興
都
市
に

は
な
い
魅
力
が
あ
る
」
。

自
分
た
ち
の
住
ん
で
い
る
川
越
。
こ
の
ま
ち
の

人
物
、
出
来
事
、
歴
史
な
ど
を
み
ん
な
で
共
有
し

て
い
く
こ
と
が
　
「
ゆ
う
ゆ
う
塾
」
　
の
活
動
の
場
と

な
っ
て
い
る
。

「
た
っ
た
一
度
し
か
な
い
人
生
、
ほ
ん
と
う
に

生
か
さ
な
か
っ
た
ら
人
間
に
生
ま
れ
て
き
た
か
い

が
な
い
」
山
本
有
三
の
「
路
傍
の
石
」
の
志
を
見
た
。


